




要約:平成 5年から 7年に聖隷浜松病院NICU に入院した児 1255 例のうち死亡した 84 例の

死亡原因と、平成 7 年に当院産科で分娩した 1639 例について産科およぴ周産期合併症と

児の問題点を検討した。児の死亡例の在胎週数は、在胎 27 週以前、在胎 37 週以降に多く

分布していた。その死因は、周産期の合併症では常位胎盤早期剥雛、胎児仮死、骨盤位分

娩、妊娠中の合併症では双胎間輸血症候群、新生児期の合併症では敗血症、腸穿孔が多か

った。産科およぴ周産期合併症の検討では、院内出生児の早期産率は、院内管理例 7.7%、

母体搬送例 95.0%、多胎妊娠の早期産率は、院内管理例 27.0%、母体搬送例 76.9%と前者

の方が低く、前者の早期産予防効果が顕著であった。前置胎盤の児の予後は良好だったが、

常位胎盤早期剥離の児の死亡率が 28.6%と高かった。産科合併症を有する場合にも、周産

期管理の重要性が改めて認識された。


